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はじめに
　日本の高齢化率は 2010 年に 23％を超え、超高齢
社会に入った。特に戦後のベビーブームの時代に生
まれたいわゆる「団塊の世代」は、厚生労働省の人
口動態統計１）では、1947 年から 49 年の 3 年間に











































　2012 年以降、「団塊の世代」が老年期に入っている。｢ 団塊の世代 ｣ は人口の多さとともに今後の日本の高
齢社会に様々な影響を与えると言われている。また、「団塊の世代」は性差による役割分業が確立した世代で
もある。本研究は「団塊世代」の高齢者を含む地域在住の高齢者の生活状況と意識の変化の有無について、
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階で回答を求めた。｢ 非常に健康 ｣ を 4 点、「健





















































　A 県 B 市の福祉事務所が主催する 2009 年度及び
2013 年度のシニア大学の調査日当日の 65 歳以上の
受講者、2009年度230名 (男性102名、女性128名 )、
2013 年度 194 名 ( 男性 76 名、女性 118 名 ) を対
象とした。質問紙の基本属性の項目に欠損のない
2009 年度 185 件 ( 男性 91 名、女性 94 名 )、2013



























に対して ｢ 非常に健康 ｣｢ 健康なほうだと思う ｣


















2009 年度 2013 年度 2009 年度 2013 年度 
年齢：平均（SD） 70.37±3.53 71.28±4.45 ｔ=-1.395 68.70±2.93 69.33±3.32 ｔ=-1.395 
同居者（あり） 90（98.9） 71（95.9） χ2=1.507 70（74.5） 81（81.8） χ2=1.530 
死別体験（あり） 31（34.3） 29（39.7） χ2=0.483 29（32.2） 35（35.7） χ2=0.255 
参加のきっかけ 
（自分で決めた） 
65（73.9） 49（68.1） χ2=0.652 70（74.5） 69（71.7） χ2=0.268
同伴者（あり） 38（42.2） 20（27.8） χ2=3.631 † 54（58.1） 48（48.5） χ2=1.767 
年齢については t 検定、その他の変数についてはχ2検定（df=1）を行った. （ ）内は％ 
† p＜.10 * p＜.05 ** p＜.01 *** p＜.001 
表２．主観的健康感・医療受診状況の比較 
男性 女性 
2009 年度 2013 年度 2009 年度 2013 年度 
主観的健康感：平均（SD） 2.80±0.60 2.86±0.53 ｔ=-0.722 2.89±0.54 2.88±0.54 ｔ=0.160 
入院（なし） 79（91.1） 69（94.5） χ2=0.434 85（91.4） 89（89.9） χ2=0.127 
通院（なし） 28（31.1） 19（25.7） χ2=0.587 35（38.9） 37（37.8） χ2=0.026 
歯科受診（なし） 44（48.9） 40（54.1） χ2=0.434 48（55.1） 58（58.6） χ2=0.238
検診への参加（あり） 82（92.1） 67（91.8） χ2=0.007 82（89.1） 90（92.8） χ2=0.770
主観的健康感については t 検定、その他の変数についてはχ2検定（df=1）を行った. ( )内は％ 
† p＜.10 * p＜.05 ** p＜.01 *** p＜.001 
表３．健康生活習慣状況の比較 
男性 女性 
2009 年度 2013 年度 2009 年度 2013 年度 
睡眠 
（6～8 時間） 
73（82.0） 68（91.9） χ2=3.371 † 82(90.1) 85(87.6) χ2=0.291 
栄養バランス 
（考えて食べる） 
47（52.8） 22（29.7） χ2=8.816 ** 43（47.3） 55（56.1） χ2=1.487 
朝食 
（ほぼ毎日） 
90（100.0） 71（97.3） χ2=2.498  92（97.9） 95（96.0） χ2=0.586 
労働時間 
（4~8 時間） 
12（14.5） 29（59.7） χ2=34.506 *** 14（17.7） 68（71.6） χ2=50.210 ***
ストレス 
（少ない） 
34（37.8） 28（37.8） χ2=0.00 35（38.5） 28（28.6） χ2=2.077 
† p＜.10 * p＜.05 ** p＜.01 *** p＜.001   （ ）は％ 
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2009 年度の定員 350 名から 2013 年度 250 名となっ
ている。

























2009 年度 2013 年度 t 値 2009 年度 2013 年度 t 値 
家族との会話 3.91±0.46 3.81±0.58 1.206 3.67±0.70 3.75±0.69 -0.767  
家族以外の会話 3.48±0.75 3.39±0.75 0.778 3.55±0.77 3.63±0.64 -0.714  
訪問の機会 2.66±0.84 2.59±1.03 0.443 2.81±0.89 2.61±0.93 1.535  
活動参加 2.31±0.89 2.20±0.89 0.753 2.32±0.83 1.99±0.80 2.799 **
テレビの視聴 3.97±0.31 3.95±0.36 0.398 3.93±0.44 3.98±0.14 -1.128  
新聞の購読 3.96±0.33 3.93±0.41 0.406 3.94±0.43 3.79±0.73 1.699 †
本雑誌の購読 3.03±1.01 3.01±1.02 0.122 2.80±1.14 2.63±1.08 1.071  
役割の遂行 3.52±0.91 3.46±0.93 0.394 3.79±0.73 3.80±0.68 -0.105  
相談者 3.19±0.96 3.19±1.05 -0.015 3.69±0.73 3.73±0.69 -0.347  
緊急時援助者 3.47±0.94 3.34±1.03 0.871 3.65±0.78 3.73±0.71 -0.727  
近所づきあい 3.08±0.63 2.86±0.68 2.051 * 3.06±0.71 3.08±0.60 -0.179  
趣味 3.38±0.61 3.30±0.69 0.857 3.36±0.65 3.44±0.55 -0.948  
ビデオ等の利用 3.30±0.75 3.43±0.66 -1.214 3.29±0.63 3.48±0.57 -2.267 * 
健康への配慮 3.42±0.55 3.32±0.59 1.032 3.45±0.56 3.52±0.54 -0.861  
規則的な生活 3.34±0.56 3.38±0.48 -0.454 3.41±0.64 3.34±0.55 0.825  
生活の工夫 3.10±0.57 3.20±0.59 -1.131 3.15±0.56 3.24±0.53 -1.177  
積極性 3.15±0.57 3.20±0.74 -0.465 3.28±0.55 3.26±0.54 0.176  
社会への貢献 2.90±0.65 2.97±0.70 -0.681 2.90±0.64 2.98±0.47 -0.935  
社会関連性合計得点 59.16±5.50 58.55±6.78 0.625 60.04±5.97 59.97±4.97 0.092  














































































































































化が見られるのかを 2009 年度の高齢者と 2013 年度
の高齢者の生活面の意識を性差で比較した。その結
果、以下の点で変化がみられた。
①男女共に 2009 年度に比較し、2013 年度は 1 日６
　～ 8時間程度の仕事をしている人が有意に増加し
　ている。
②社会生活面では、男性は 2013 年度では近所付き
　合いが減少し、女性では地域活動への参加が減少
　している。女性の機器利用が上昇している。
　以上の結果を踏まえ、今後増加する団塊世代への
健康行動の支援には、通信機器の積極的な活用や仕
事と連動できる方向での検討が望まれる。
おわりに
　今回の調査では、2013 年のデータには「団塊世代」
以外の高齢者も含まれており結果には限界がある。
また対象者が限定されており、その点も研究の限界
である。しかし、5 年の経過の中で地域の高齢者像
は変わりつつある。今後一層、その傾向は強まるこ
とが予想できる結果である。
　「団塊世代」の高齢期は始まったばかりであり、
資料は少ない。高齢者像に実際にどのような影響を
与えて行くのかは未知である。しかし、2009 年と
比較しても生活状況や意識面の変化は確かに有ると
思われる。今後も新たな高齢者像の実態について追
跡し、健康支援の基礎資料として積み重ねたい。
　最後に、本調査にご協力頂いたシニア大学関係者
の皆様、受講生の皆さまに深く感謝致します。
68 地域在住老年期にある人の世代間での生活状況と意識の変化の調査研究
